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＜連絡事項＞

・平成28年度六角堂祭について

日時：4/20（水）　13：00～13：30　　場所：六角堂前

雨天時：4/22（金）13：00～に延期⇒延期が決定次第各施設に連絡予定
※当日は集合時間厳守、私語厳禁のこと。

・看護グループ研修について

日時：3/15（火）17：30～　　　場所：病院2階　会議室
テーマ：「次年度に向けて」　　　講師：前田JGM
＜心理検査実施予定＞
・3/14（月）10：30～　　佐藤ユリコ様　WAIS-Ⅲ　　担当：小川

・3/15（火）10：30～　　鈴木チエ様　　MMSE、HDS-R、CDT　　担当：小川

　　　　　　14：00～　　松橋育三様　　WMS-R　　担当：小川

・3/18（金）11：00～　　福田成太様　　風景構成法　担当：小嶋

・3/19（土）11：30～　　関　悠登様　　心理検査未定　担当：小川

　　　　　　14：00～　　欠端優貴様　　WAIS-Ⅲ、AQ-J　担当：小嶋

＜カウンセリング・面談報告＞

・砂庭　真平　様～少し疲れた表情をしている。ある女性との対人関係が物理的に切れた状態だった。その女性によって良い意味で動かされ、人間らしさを取り戻したように感じると話す。「“嫌だったら離れてもいい”とその人に言ったら、怒ってくれたんです」と言う。＜離れたくないと言われたかったのでは＞という問いには、うんとは言わず、「ちょっとうれしかった」と少し笑みを浮かべて答える。しかし、まだ人と関係を結び続けることに不安があるようで、「僕なんか」というような発言がきかれる。

・七崎　之利　様～やや疲れた表情をしているが、「まぁ、安定してたと言えばしてましたね」と話している。「対人関係がやっぱり苦手なんだなって認識することがあって」と言う。職場の人間関係においての、配慮の仕方の程度で考える事があり、改善しようと思ってもなかなか出来ないと話している。そう思うこと自体が病気を受け入れる前とは違うことを振り返り、共有している。

・山野下　恵子様～現在の仕事は、来年度も更新され続けることになったという。職場では少しずつ出来る事が増え、安定感も増してきたという自覚があるという。木曜に強い疲労感を感じる事が多く、突発性難聴になったりと、“体の不調”を感じるようになり、「疲れていたのかも」と言う。「自分は、言葉で思いを出せなかったから、ずっと体で怒りを表現してきた。今はこうして話す場所があるし、話す場所って自分にとって大事なんだと思う」と振り返っている。

＜外来　新患予定＞

3/14　下道　一弥様（したみち　いちや）　24歳　男性　窪田Dr

　中学校卒業後、高校進学するがばの雰囲気に馴染めず2日で中退。17歳頃より八戸中央高等学校[定時制]へ進学(4年)し､コンビニエンスストアでアルバイトをしながら通学していた。同校卒業後､子どもが好きで保育士を目指し､八戸短期大学[保育科]へ進学するも､ピアノが全く弾けずに半年で中退。以後､DVDレンタル店(2ヶ月)､床の改修工事助手(1年)､ガソリンスタンド(11ヶ月)と職を転々とするが､作業能力の低度を感じて長続きせず､発達障害を疑い､精神科受診を検討。H28.3.1白山台メンタルクリニックを初診し､心理士のいる精神科への受診を勧められ､当院へ相談がある。

3/15　鈴木　チエ様（90）　センター新患　深澤Ｄｒ

H27.年3月頃認知機能の低下が目立ち、ﾌｧﾐﾘｰｸﾘﾆｯｸの主治医より鑑別診断を進められ、おっとも脳神経クリニックを受診。主治医より、アルツハイマー型認知症と診断。以後、ﾌｧﾐﾘｰｸﾘﾆｯｸの主治医より薬が処方され、定期的に通院治療を行っていた。同年6月頃より家族に対して易怒性、興奮、手を振り払う等の介護拒否があり、泣き出す等の情動不穏、「何か変だ」「頭がおかしい」と頭をガンガン叩く自傷行為が出現。本人が元々穏やかな性格だったため、怒りやすくなったように感じていた。また、首を振るようになり、元々首を回してほぐす癖があったが、首や肩の痛みを訴え、テレビを見ているときや食事中、一日中首を振る動作が認められていた。テレビの音量を大音量にしていることがあり、家族がうるさいこと説明し、音量を下げると怒り出し、「私には聞くなっていうんでしょ。馬鹿にして」等の発言が聞かれていた。鍵や炊飯器のチェックが日課であり、約1時間かけて確認をしては、ベットに腰掛けて休み、また確認することを何度も繰り返し行っていた。また、玄関の鍵を開けて外を眺めていることがあり、そのまま外には行かないが同じ行動を頻回に繰り返し行っている。本人の病状が悪化しており、主援助者の長女が疲弊してることから、主治医より専門医の受診を勧められ、易怒性、興奮等の症状改善目的にてセンター相談あり、3/15受診予定。

3/16　八森　啓子様（47）女性　田名部Dr

　時期不明だが、八戸赤十字病院精神科の受診歴があり、同院主治医が退職し三沢聖心会病院へ移ったことから、本人も転医し、三沢聖心会病院への通院・入院歴があった。32歳時に同院とトラブルがあり、受診を断られたことを機に治療は中断していた。その後は仕事をせず自宅で家族と生活していたが、他者から干渉を受けることを嫌がり声を荒げる行為が見られるようになった。本人の声が隣人に聞こえることで、アパートの住民とトラブルになり、その度に家族と一緒に引っ越しを繰り返していた。引っ越しが続いたことから、今回は一軒家のアパートへ転居し生活をしていたが、本人の状態は悪化しており、地域住民に対して大声で叫ぶことや、近所のパチンコ店が警察に通報することがあり、家族が対応に苦慮していた。H28年に入り、母・妹に対して大声で叫ぶことが増えていたことから、みやぎサブセンターへ相談。入院治療を検討していたが、経済的に厳しく(母の年金が月に5万、妹のﾊﾟｰﾄ収入のみで生活)入院費用を払えない可能性が高く、生活保護の申請を検討したが、現在のアパートは家賃が生活保護世帯の対象ではなく、申請が困難であった。本人は「仕事をして自立して生活をしたい」と希望しており、家族も同意していることから、3/16受診予定。

3/16　吉田　武雄様（86）男性　センター新患　伊藤Dr

H27.12.31「面から誰かが見ている」等の訴えが聞かれ、窓全体にビニールを貼り付

けカーテンを閉め切る行為があり、現在も継続中。正月から現在まで警察に4回ほど保護されることがあり、日中に家族が目を離した隙に本人が居なくなり、夜間に種差の方面で警察に保護されたことがあった。「風呂に行く」「稼ぎに行かなければならね」と荷物を抱えて出て行こうとすることがあり、家族の制止に対して「うるせぇ！」と怒ることがあった。夜間に徘徊が認められているため、日中のﾃﾞｲｻｰﾋﾞｽの利用を考え、平和病院の近くにあるフェニックスへ相談。職員より介護保険の申請を勧められ申請。H28.2.24介護認定調査を実施。職員より認定までに約1ヶ月はかかることの説明を受け、フェニックス職員に相談。症状の悪化が著しいのであれば、専門医への受診を勧められていた。元々の性格から短気ではあるが、H28.2.28家族に対して怒ると物を投げることや「殺す！」と暴言を吐くことがあった為、家族は本人の病状が悪化しているのではないかと感じていた。夜間本人が失踪し、警察から連絡があり迎えに行くと警察官より「家族がしっかり見ていないから悪い、なんで一人で行かせるんだ」と言われ、家族としても対応に困っていた。再度フェニックスへ相談し、専門医療機関での治療・検査を勧められたことから、家族が専門医への受診を検討。本人の病状の悪化から家族対応が困難となり、妻は眠れず、息子も仕事を休み本人を見守っている状況であった。家族がどこに相談していいかわからず、病院、施設、市役所に相談をして、心身ともに疲弊していることから当センターへ相談、3/16受診予定。

3/18　吉田　英子様　女性（58）　馬渡Dr

　元々連続飲酒状態となり、断酒のため青森市精神科での入院治療歴あり。

H28年1月に事故を起こし、右手首、右肘を骨折し、仕事は休職することになった。日中車を運転して外出していく為、飲酒運転をしないよう、現在は家族が車の鍵を隠して本人が運転できないよう対応していた。今回、娘2人が本人が断酒できるように治療を受けさせたいと考え、当院へ相談に至った。本人は断酒意思はあるが、治療の同意はまだ得られていない。娘達は遠方であることもあり、可能であれば入院による治療を希望。治療方法については受診時にも相談をしたいとのことで3/18受診予定。

3/18　福田　成太様　馬渡Dr　

　あおぞらクリニックより紹介。心理検査依頼。

3/19　関　悠登様　安ヶ平Dr

　白山台メンタルクリニックより心理検査依頼。

　

3/19　小泉　登枝（のりえ）様（32）　田名部Dr

25歳より市役所にて建築技師として就労。H27年4月に部署異動し､設計の業務を行うようになっていた。同時期より作業量が増加（公民館の建替等により）し､H27年7月より休みもなく､毎晩0時過ぎまで残業をしていたことで､ストレスが増大。H27年7月より抑うつ感､意欲の低下､不眠（睡眠時間：深夜3時～6時､寝つきが悪く疲労感が取れない）､食欲の低下等の症状が出現。また､徐々に頭痛､動悸､眩暈､手足の脱力感等の身体症状が出現するようになり､仕事を2回欠勤することがあった。上記症状は仕事中に出ることが多く､また､血圧も上昇傾向（以前は120/80⇒現在140～150/110）が認められていた。上記により､H28.3.5八戸ファミリークリニックを受診。精神的な症状が原因ではないかと伝えられ､当院へ受診相談がある。

